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縁
あ
っ
て
、
北
京
師
範
大
学
の
附
属
校
三

校
を
視
察
す
る
機
会
を
得
た
。

　

四
年
生
算
数
の
授
業
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
を
取
り
入

れ
な
が
ら
問
題
解
決
を
進
め
て
い
た
。
三
年

生
英
語
の
授
業
は
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
で
行
わ
れ
、
簡
単
な
物
語
を
役
割
演
技
を

通
し
て
読
み
取
っ
て
い
た
。
レ
ベ
ル
は
日
本

の
中
学
一
年
生
以
上
か
も
し
れ
な
い
…
。

　

新
潟
市
の
学
校
と
北
京
師
範
大
学
と
の
草

の
根
の
民
間
交
流
が
始
ま
っ
て
約
十
年
が
経

つ
。
六
、
七
年
前
、
新
潟
市
内
の
学
校
に
視

察
に
来
ら
れ
た
中
国
の
先
生
か
ら
、
次
の
よ

う
な
質
問
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
「
日
本
の
先
生
は
、
授
業
中
に
な
ぜ
笑
顔

を
見
せ
る
の
で
す
か
？
」

　

そ
う
、
北
京
師
範
大
学
の
附
属
校
は
、
わ

ず
か
六
、
七
年
の
間
で
一
斉
画
一
の
「
軍
隊

的
授
業
」
か
ら
、
目
を
見
張
る
よ
う
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
変
貌
を
遂
げ
た
。

こ
の
吸
収
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
は
脅
威
で
あ
る
。

国
境
を
越
え
て

　

一
月
末
に
は
、
附
属
校
の
子
ど
も
と
教
師

約
四
十
名
が
新
潟
小
を
訪
れ
た
。「
給
食
の

配
膳
準
備
を
見
学
し
た
い
」
と
の
要
望
が
あ

っ
た
。
道
徳
の
授
業
に
も
大
き
な
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。
日
本
の
教
育
の
良
さ
を
貪
欲
に

学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
る
。

　

こ
の
附
属
校
の
よ
う
な
質
の
高
い
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
の
は
中
国
全
土
の
ま
だ
ほ
ん

の
わ
ず
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
約
十
四
億

の
人
口
を
有
す
る
中
国
で
は
、
そ
の
一
割
で

あ
っ
て
も
日
本
の
人
口
を
遥
か
に
上
回
る
。

質
の
高
い
教
育
を
受
け
た
多
く
の
若
者
が
、

国
境
を
越
え
て
巣
立
っ
て
い
く
。

　

近
未
来
、
我
々
の
目
の
前
に
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
い
合
い
の
中
で

自
己
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

校
長
は
、
働
き
方
改
革
な
ど
諸
課
題
を
克

服
し
つ
つ
、
知
恵
と
自
校
の
教
育
資
源
を
フ

ル
活
用
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
を
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

�

　

新
潟
県
小
学
校
長
会
　
副
会
長

　
吉
　
田
　
　
　
隆

平
成
27
・
28
・
29
年
度 

新
潟
県
・
新
潟
市
小
学
校
教
育
研
究
会

 

指
定
研
究
〈
外
国
語
活
動
〉

一
　
本
研
究
の
方
向
性

　

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
外
国
語

教
育
の
本
質
で
あ
り
、
育
ま
れ
る
べ
き
「
見

方
・
考
え
方
」
は
、「
社
会
や
世
界
、
他
者

と
の
関
わ
り
の
側
面
か
ら
言
語
を
捉
え
る
」

こ
と
と
あ
る
。
本
研
究
で
は
、「
他
者
と
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
」
を
研
究
主
題
と
し
、
子
ど
も
の
姿
か
ら

外
国
語
を
学
ぶ
意
義
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
本
質
を
考
察
す
る
ス
タ
ン
ス
を
貫

い
た
。

二
　
研
究
の
方
法
と
内
容

　

研
究
主
題
を
基
に
教
師
一
人
一
人
が
外
国

語
活
動
に
お
け
る
「
他
者
と
つ
な
が
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
発
揮
す
る
子
ど

も
の
姿
を
思
い
描
き
、
具
現
す
る
た
め
の
方

法
や
教
材
等
を
考
え
実
践
し
た
。

　

実
践
後
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
少
人
数
グ
ル

ー
プ
で
意
見
を
交
流
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
を
通
し
て
、
見
方
・
考
え
方
を
広
げ
深

め
、
振
り
返
り
、
蓄
積
・
共
有
を
図
る
「
実

践
→
セ
ッ
シ
ョ
ン

→
振
り
返
り
」
と

い
う
一
連
の
研
究

活
動
に
よ
り
、

個
々
の
考
え
方
や

取
組
を
可
視
化
し
、

共
有
化
し
た
。

　

主
な
研
究
内
容

は
「『
他
者
と
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』
を
視

点
に
し
た
外
国
語
活
動
づ
く
り
」「
モ
ジ
ュ

ー
ル
タ
イ
ム
を
活
用
し
た
外
国
語
活
動
づ
く

り
」「
他
の
教
科
、
教
育
活
動
と
関
連
し
た

外
国
語
活
動
の
在
り
方
検
討
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

活
用
と
交
流
の
在
り
方
検
討
」
等
で
あ
る
。

三
　
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

　

研
究
活
動
を
通
し
、
こ
と
ば
や
思
い
が
他

者
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
ま
れ
、
多
様
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
、
英

語
表
現
が
獲
得
さ
れ
て
い
く
過
程
を
子
ど
も

の
姿
か
ら
確
認
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
、
英
語

表
現
に
関
す
る
ス
キ
ル
や
語
彙
、
基
礎
的
な

知
識
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
、
そ
の
人
の
人
間
性
や
道
徳
性

な
ど
様
々
な
要
素
が
総
合
的
に
、
全
体
的
に

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
れ

ら
の
要
素
を
一
つ
一
つ
切
り
離
し
て
育
て
た

り
、
部
分
を
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、「
他
者
と
つ
な
が
る
」
と
い
う
本
質

的
な
視
点
を
意
識
し
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

四
　
今
後
の
展
望

　

子
ど
も
た
ち
の
必
要
感
に
裏
付
け
さ
れ
獲

得
さ
れ
た
英
語
表
現
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
中
で
機
能
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
他
者
と
の
つ
な

が
り
）
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
外
国
語
活

動
を
つ
く
り
続
け
て
い
き
た
い
。

「
他
者
と
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
」

上
越
市
立
大
町
小
学
校
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対
　
策
　
部

対
策
部
長有

　
本
　
秀
　
雄

　
「
各
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等

の
拡
充
」
に
焦
点
を
当
て
、「
市
町
村
教
育

委
員
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
る
調
査
研

究
」
と
「
校
長
へ
の
調
査
研
究
」
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
人
的
支
援
の
具
体
的
な
状
況
及

び
満
足
度
、
人
的
配
置
の
現
状
を
補
う
対
応

等
に
関
す
る
継
続
調
査
を
実
施
し
た
。
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
人
的
支
援

の
配
置
予
定
数
と
実
配
置
数
を
新
た
に
調
査

し
た
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

と
し
て
、「
外
国
語
科
」
へ
の
取
組
に
関
す

る
調
査
項
目
を
改
善
し
継
続
調
査
し
た
。
さ

ら
に
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
へ
の
市

町
村
教
育
委
員
会
の
取
組
状
況
を
新
た
に
調

査
し
た
。

一
　
市
町
村
教
育
委
員
会
へ
の
問
い
合
わ
せ

　
に
よ
る
調
査
研
究

　

特
別
支
援
教
育
へ
の
人
的
支
援
の
配
置
予

定
人
数
と
実
配
置
数
を
調
査
し
た
結
果
、
全

県
の
充
足
率
は
九
十
七
％
で
あ
っ
た
。
各
市

町
村
教
育
委
員
会
が
配
置
に
努
力
し
て
い
る

も
の
の
、
供
給
が
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
状

況
が
見
て
取
れ
た
。

　
「
外
国
語
科
」へ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、「
指

導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
」
が
増
加
し
た
。

移
行
期
間
が
始
ま
り
各
市
町
村
で
の
取
組
は

準
備
的
な
も
の
か
ら
実
質
的
な
も
の
へ
と
移

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
へ
の
取
組
で

は
「
予
算
措
置
」
や
「
指
導
者
の
人
的
配
置
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
市
町
村
、
三
市
町
村
に

と
ど
ま
っ
た
。
新
た
な
教
育
分
野
へ
の
各
市

町
村
の
対
応
が
強
く
望
ま
れ
る
。

二
　
校
長
へ
の
調
査
研
究

　
「
通
常
学
級
に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
へ
の
人
的
支
援
に
対
す
る
満
足

度
」
で
は
、
満
足
で
き
て
い
な
い
校
長
が
依

然
と
し
て
八
割
を
超
え
て
い
る
。
通
常
学
級

に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
の
在

籍
率
が
増
え
続
け
る
中
、
週
六
時
間
を
超
え

て
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
管
理
職
が
平
成
二

十
八
年
度
か
ら
増
え
続
け
て
い
る
。
人
的
支

援
の
確
保
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
と
も
合

わ
せ
た
取
組
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
「
外
国
語
科
」
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
教

員
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
専
門
性
と
し
て
八

割
を
超
え
る
校
長
が
「
外
国
語
教
育
に
関
す

る
専
門
知
識
」
と
回
答
し
た
。
英
語
科
免
許

状
の
取
得
状
況
は
前
年
度
と
比
べ
、
０
・
８

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
が
、
計
画
的
な
人
材
育

成
や
指
導
力
向
上
の
た
め
の
取
組
が
引
き
続

き
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

�

　

福
　
利
　
部

福
利
部
長森

　
　
　
龍
　
憲

　

昇
給
制
度
、
年
金
支
給
、
定
年
延
長
な
ど

校
長
の
給
与
・
処
遇
や
退
職
後
の
再
就
職
・

再
任
用
及
び
福
利
・
厚
生
を
巡
る
情
勢
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
先
行
き
の
見
通
し
が

持
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
福
利
部
で
は
三
委

員
会
を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
や
調
査
、
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
情
報

交
換
会
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
関
わ
る
学
習
を
推
進
し
、
そ
の
改
善
・

充
実
に
資
す
る
諸
活
動
と
教
職
員
の
福
利
の

向
上
に
寄
与
す
る
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

一
　
校
長
給
与
の
実
態
把
握

　

枠
外
昇
給
制
度
の
廃
止
以
来
、
校
長
の
給

与
は
最
高
の
三
十
七
号
給
に
集
中
し
た
ま
ま

で
あ
る
。
校
長
全
体
の
半
数
が
そ
う
で
あ
り
、

経
験
年
数
四
年
以
上
は
ほ
ぼ
全
員
が
三
十
七

号
給
で
あ
る
。

　

給
与
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の

具
体
的
な
要
望
と
し
て
は
、
職
責
に
見
合
っ

た
給
与
・
管
理
職
手
当
の
拡
充
、
早
々
と
昇

給
停
止
に
な
る
制
度
の
改
善
な
ど
を
望
む
声

が
多
い
。
小･

中
学
校
教
員
と
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
教
員
の
給
与
体
系
の
早
期
一

本
化
も
望
ま
れ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
声
を

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

二
　
再
就
職
状
況
や
年
金
意
識
調
査

　

退
職
者
の
再
就
職
率
は
、
八
十
％
と
高
か

っ
た
。
前
年
度
に
比
し
て
十
ポ
イ
ン
ト
増
だ

っ
た
。
勤
務
態
様
で
は
六
十
五
％
が
非
常
勤

と
な
っ
て
お
り
、
週
五
日
勤
務
が
三
十
八
％

と
最
も
多
い
。

　

再
就
職
へ
の
考
え
方
で
は
、
今
後
、
年
金

支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
等
に
よ
る
生
活
資
金

の
確
保
の
必
要
性
が
数
値
に
表
れ
て
い
く
こ

と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
注
目
す
べ
き
は
、

個
人
の
問
題
と
す
る
割
合
も
、
近
年
、
四
十

％
台
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

退
職
後
の
生
き
方
に
つ
い
て
熟
慮
し
て
い
こ

う
と
す
る
意
識
の
表
れ
と
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
年
金
制
度
に
関
す
る
要

望
に
は
、
年
金
・
共
済
制
度
を
堅
持
し
、
実

質
的
に
退
職
後
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
率
や

額
の
獲
得
を
望
む
声
が
多
数
あ
っ
た
。

三
　
福
利
・
厚
生
に
つ
い
て
の
要
望
活
動

　

県
内
福
利
関
係
六
団
体
へ
の
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。
各
団
体
の

代
表
者
並
び
に
県
市
の
教
育
委
員
会
関
係
者

か
ら
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
要
望
へ
の
回
答

や
各
団
体
の
現
況
を
聞
く
懇
談
会
を
実
施
し

た
。
昨
年
度
課
題
だ
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
県

市
そ
れ
ぞ
れ
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。

�
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研
　
修
　
部

研
修
部
長吉

　
田
　
光
　
夫

広
　
報
　
部

広
報
部
長鈴

　
木
　
正
　
美

　

｢

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
・
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
県
小
学
校
長
会
及
び
各

郡
市
・
政
令
指
定
都
市
小
学
校
長
会
の
活
動

や
当
面
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
活
動
記
録
と
し
て
保
管
し
、

そ
の
活
用
を
図
る｣

こ
と
を
活
動
の
重
点
と

し
て
取
組
を
進
め
た
。

一
　｢

初
等
教
育｣

の
発
行

　

県
小
学
校
長
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
記
録

性
と
資
料
性
を
重
視
し
、
本
会
の
活
動
の
記

録
や
提
言
、
随
想
等
を
中
心
に
掲
載
し
た
。

身
近
に
親
し
ま
れ
る
機
関
誌
を
目
指
し
、
昨

年
来
、
年
一
回
の
発
行
と
し
て
い
る
。

　

百
二
十
七
号
で
は
、
大
野
会
長
の
巻
頭
言
、

県
・
市
両
教
育
長
様
か
ら
の
特
別
寄
稿
、
県

小
代
議
員
会
魚
沼
・
小
千
谷
大
会
や
研
究
集

会
長
岡
・
三
島
大
会
の
記
録
を
掲
載
し
た
。

ま
た
、「
シ
リ
ー
ズ
教
育
」
で
は
、
上
越
教

育
大
学
教
職
大
学
院
の
赤
坂
真
二
教
授
か
ら

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
こ
の
他
に
、
提
言
や

研
究
実
践
、
随
想
、
新
任
校
長
の
抱
負
等
を

紹
介
し
た
。

二
　｢
校
長
会
報｣

の
発
行

　

今
年
は
、
三
百
四
十
四
号
～
三
百
四
十
七

号
の
四
号
を
発
行
し
た
。
こ
の
中
で
、
正
副

会
長
と
対
策
部
長
か
ら
巻
頭
言
を
い
た
だ
き
、

高
田
世
界
館
支
配
人
の
上
野
迪
音
様
か
ら
特

　

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
し
、
地
域

の
信
頼
を
得
る
創
造
的
な
学
校
経
営
を
展
開

す
る
た
め
に
、
校
長
の
資
質
・
指
導
力
の
向

上
を
図
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

一
　
新
潟
県
小
学
校
長
会
研
究
集
会

　

本
研
究
集
会
の
主
題
「
未
来
を
生
き
抜
く

知
を
磨
き�

絆
を
強
め�

学
び
続
け
る
子
ど
も

を
育
て
る
学
校
経
営
」
副
題
「
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
対
応
を
中
心
に
」
を
掲
げ
、
全
県

研
究
集
会
を
実
施
し
た
。
今
年
度
よ
り
移
行

措
置
と
し
て
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
「
外

国
語
活
動
・
外
国
語
科
」
に
つ
い
て
全
会
員

が
校
長
主
語
の
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
っ
た
。

○
全
県
研
究
集
会
長
岡
・
三
島
大
会

　

十
月
十
六
日(

火)　

長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
他

　

第
一
分
科
会
は
指
導
体
制
の
充
実
、
第
二

分
科
会
は
指
導
計
画
の
改
善
、
第
三
分
科
会

は
指
導
方
法
・
評
価
等
の
工
夫
・
改
善
と
し
、

十
八
の
分
散
会
を
設
け
、
提
案
発
表
を
も
と

に
活
発
な
協
議
を
行
っ
た
。

二
　
関
ブ
ロ
長
野
大
会

　

六
月
七
日(

木)

～
八
日(

金)

、
長
野
市
芸

術
館
他
で
開
催
さ
れ
、
四
十
六
名
が
参
加
し

て
研
修
を
深
め
た
。

三
　
全
連
小
北
海
道
大
会

　

十
月
四
日(

木)

～
五
日(

金)

、
函
館
市
で

開
催
さ
れ
、
四
十
六
名
が
参
加
し
て
研
修
を

深
め
た
。

別
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
関
ブ
ロ
と

全
連
小
の
大
会
記
録
を
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、

県
内
各
校
か
ら
「
郷
土
風
土
記
」「
郡
市
・

政
令
指
定
都
市
だ
よ
り
」「
学
校
紹
介
」
を

執
筆
い
た
だ
い
た
。

三
　
調
査
研
究
活
動
報
告
書

　

県
小
学
校
長
会
の
四
つ
の
専
門
部(

対
策
・

福
利
・
研
修
・
広
報)

の
活
動
概
要
と
調
査

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
報
告
書
と
し
て
一

月
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
も
各

部
が
調
査
の
見
直
し
を
行
い
、
改
善
や
要
望

に
資
す
る
内
容
を
厳
選
し
、
新
た
な
視
点
を

含
め
て
提
案
し
た
。

四
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

例
年
の
「
初
等
教
育
」｢

校
長
会
報｣

に

加
え
、
研
修
部
と
連
携
し
て
「
研
究
集
会
レ

ポ
ー
ト
」
を
ア
ッ
プ
し
た
。
ま
た
、
個
人
情

報
に
係
る
運
用
規
則
の
検
討
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
改
善
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
会
報
等
へ
の
掲
載
に
よ
り
、
活
用
の
利

便
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
　
全
連
小
広
報
部
と
の
連
携

　

｢

小
学
校
時
報｣

へ
の
寄
稿
は
、
上
・
中
・

下
越
・
新
潟
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

執
筆
者
の
推
薦
を
行
っ
た
。
ま
た
、Ｈ
Ｐ「
特

色
あ
る
学
校
」
の
追
加
推
薦
も
行
っ
た
。

�

村
上
・
岩
船　

村
上
小
学
校

四
　
委
員
会
活
動

○
教
育
課
程
委
員
会

　

教
育
課
程
の
実
施
状
況
や
教
育
課
程
に
関

わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

聞
き
取
り
調
査
等
か
ら
現
状
と
課
題
を
分
析

し
、
各
校
の
教
育
課
程
の
改
善
・
充
実
の
た

め
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
。

○
生
徒
指
導
委
員
会

　

教
員
の
生
徒
指
導
力
向
上
の
た
め
の
課
題

及
び
通
信
機
器
や
携
帯
ゲ
ー
ム
に
関
わ
る
生

徒
指
導
上
の
対
応
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
、
各
校
の
課
題
解
決
及
び
改
善

の
た
め
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
た
。

○
同
和
教
育
委
員
会

　

新
潟
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
各
種
委

員
の
選
出
及
び
諸
会
議
へ
の
出
席
、
各
種
研

究
集
会
へ
の
参
加
態
勢
の
確
立
な
ど
を
通
し

て
、
同
和
教
育
推
進
の
活
動
を
行
っ
た
。
ま

た
、
県
同
和
教
育
研
究
集
会
（
佐
渡
市
）、

部
落
解
放
新
潟
県
研
究
集
会
（
柏
崎
市
）、

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会(

大
津
市

他)

等
各
種
大
会
に
参
加
し
て
研
修
を
深
め

た
。

　

な
お
、
調
査
研
究
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
調
査
研
究
活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。
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郡 市
政令指定都市
だ よ り

学校紹介

合
同
教
育
懇
談
会
の
開

催
な
ど
を
通
し
て
、
各

学
園
の
小
中
一
貫
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評

価
・
修
正
や
各
校
の
学

校
運
営
の
改
善
を
進
め

て
い
る
。

小
学
校
長
会
研
修
の
実
施

～
職
能
向
上
と
教
育
課
題
解
決
に
向
け
て
～

　

昨
年
度
、
二
学
園
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
モ
デ
ル
校
と
し
て
市
教
委
よ
り
指
定
を

受
け
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
は
、
県
内
先
進

地
で
あ
る
見
附
市
校
長
会
に
お
世
話
に
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る
研
修
会

を
設
け
た
。
来
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
が
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
予
定
で
あ

る
。

　

今
年
度
は
、
危
機
管
理
を
テ
ー
マ
に
、
警

察
関
係
者
を
お
招
き
し
て
の
研
修
会
を
二
回

行
っ
た
。
子
ど
も
の
問
題
行
動
の
捉
え
や
健

全
育
成
に
向
け
た
取
組
に
学
び
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

眠
育
の
モ
デ
ル
校
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

後
も
、
校
長
会
と
し
て
の
使
命
を
強
く
も
ち
、

学
力
向
上
や
不
登
校
等
の
課
題
解
決
、
ふ
る

さ
と
三
条
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
子
ど
も
の

育
成
に
努
め
て
い
く
。

�

　

　

　

標
題
は
、
三
条
市
教
育
基
本
方
針
の
基
本

目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
次
代
の
三
条

を
担
い
、
当
市
か
ら
世
界
へ
と
羽
ば
た
け
る

質
の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り
」
と
「
大
人
も

子
ど
も
も
学
び
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

自
分
の
夢
や
生
き
が
い
を
持
て
る
生
涯
学
習

社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
受
け
、
各
校
・
学
園
で
は
「『
ふ

る
さ
と
三
条
』
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
子
ど

も
」
の
育
成
を
目
指
し
、
小
中
一
貫
教
育
を

基
軸
と
し
た
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
小
学
校
長
会
は
、
十
九
校
の
校
長
と
一

学
園
の
副
校
長
の
二
十
名
で
、
年
十
一
回
の

定
例
会
や
研
修
会
等
で
情
報
を
交
換
し
、
学

び
合
い
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
長
会
で
の
活
動

～
市
の
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
に
資
す
る
～

　

昨
年
度
、
全
て
の
小
学
校
が
中
学
校
併
設

型
小
学
校
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
義
務
教
育

学
校
と
し
て
大
崎
学
園
が
開
校
し
、
現
在
市

内
九
学
園
体
制
で
三
条
市
小
中
一
貫
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
市
小
中
学
校
長
会
で
の
活
動

が
欠
か
せ
な
い
。
三
条
市
の
特
色
で
あ
る
刃

物
・
も
の
づ
く
り
教
育
、
防
災
教
育
、
科
学

教
育
、
食
育
、
眠
育
な
ど
を
九
年
間
を
通
じ

て
体
系
的
に
計
画
、
実
施
す
る
た
め
の
情
報

交
換
。
教
師
力
向
上
の
た
め
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
研
修
の
実
施
。
退
職
校
長
会
と
の

三
条
市
小
学
校
長
会

　

当
校
は
、
明
治
四
十
年
十
一
月
に
鳥
屋
野

尋
常
小
学
校
と
し
て
創
立
、
平
成
二
十
一
年

四
月
に
現
校
舎
へ
と
移
転
、
新
潟
市
中
央
区

の
南
西
、
信
濃
川
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。

近
年
、
校
区
に
新
し
く
住
宅
地
域
が
形
成
さ

れ
、
児
童
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
来

年
度
は
千
人
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
は
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
中
心
に

各
自
治
会
が
強
固
に
連
携
し
、
活
発
に
自
治

活
動
を
運
営
し
て
い
る
。
学
校
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
は
年
々
深
ま
り
を
見
せ
、
地
域
か

ら
の
手
厚
い
支
援
の
下
で
教
育
活
動
が
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

○�

我
が
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
来
に
は
ば
た

く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

　

保
護
者
、
地
域
、
学
校
が
共
通
し
て
願
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
を
起
点
と
し
、

教
育
に
関
わ
る
人
々
が
協
働
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
て
、
自
ら

の
生
き
方
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を
伸
ば
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
心
や
力
」
を

教
職
員
が
理
解
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
「
学
ぶ
目
的
意
識
と
学
び

続
け
る
意
欲
」
を
高
め
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
十
数
年

後
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、
学
校
と
地
域
が
融

合
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
着
実
に
実
践
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
将
来
の
た
め

の
心
の
軸
を
地
域
の
先
輩
か
ら
受
け
継
ぎ
、

必
要
な
力
を
確
実
に
身
に
付
け
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
善
点

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
教
科
で
は
な
い
。
故
に

「
ど
の
よ
う
な
力
を
育
成
し
、
そ
の
た
め
の

具
体
的
教
育
活
動
を
ど
う
行
う
か
。」
と
い

う
自
校
化
の
検
討
が
常
に
必
要
で
あ
る
。
評

価
改
善
を
各
期
で
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

育
て
た
い
力
（
基
礎

的
・
汎
用
的
能
力
を

含
む
）
と
具
体
的
活

動
を
明
確
に
し
、
教

育
計
画
や
授
業
へ
の

位
置
付
け
を
入
念
に

行
っ
て
き
た
。
そ
の

も
と
で
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
多
く
の
地
域
の

方
々
と
と
も
に
展
開

し
て
き
た
結
果
、「
未
来
に
向
か
っ
て
ど
う

生
き
る
か
」
等
、
未
来
へ
の
子
ど
も
た
ち
の

意
欲
（
情
意
面
）
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

職
業
体
験
の
事
後
活
動
等
で
は
、
各
担
任
や

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
と
と
も
に
、
活

動
の
達
成
感
や
更
な
る
教
育
推
進
へ
と
向
か

う
充
実
感
を
味
わ
っ
て
い
る
。

�

　

新
潟
市
立
鳥
屋
野
小
学
校

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
地
域
と
と
も
に

「
ふ
る
さ
と
三
条
を
誇
り
と
し

夢
を
紡
ぐ  

ひ
と
づ
く
り
」
を
目
標
に

輝け未来へ「地域のために」




